


































略記)廃止論争の発端は、1999 年 3 月、当時カリフォルニア大学の「黒人」理事、ウォード・
コナリー(Ward Connerly)が次なる闘いの場をフロリダ州に定めた時であった(Wallsten 
1999, March 14)。コナリーは A.A.の廃止を目的とする住民発案を 1996 年にカリフォルニ












































































ジェブは黒人票の実に 14％を手中に収めたのであった。この数は、彼が 1994 年に出馬す
るもあえなく落選した時の 2 倍にあたる。また、ジェブは就任後複数の黒人を要職に任命

















う姿勢を貫いたことからも窺い知ることができる。例えば、コナリーに宛てた 1999 年 2 月
19 日付の手紙の中で、ジェブは次のように述べている。「人種に基づいて機会を保証すると
いった風潮を創出するのではなく、彼もしくは彼女といった個々人の能力を尊重するよう











































はない」(Bennett 1999, July 6)。このように A.A.が差別的行為に該当すると考えた契約業
者協会の支援を受けて、コナリーは運動の準備を進めていったのである。 
このように、コナリーの運動組織が献金とともに支持を獲得するのに伴い世論の動向も
その動きを反映したものとなっていく。1999 年 11 月 8 日付、『セント・ピーターズバーグ・
タイムズ』紙と『マイアミ・ヘラルド』紙が合同で行ったフロリダ市民権発案に関する世
論調査では、同発案を支持するが 60％、支持しないが 26％、未定が 14％という結果が示
された１１。また、A.A.そのものの是非を問う質問については、A.A.反対者数が A.A.賛成者
数を圧倒的多数で上回ったのであった１２。 
しかしながら、2000 年 7 月 13 日、フロリダ州最高裁は全裁判官一致で「修正案は投票


























































































の成績が上位 20％内にあることのほか、高校必須科目の 19 科目を修得していることで、大
学進学適正試験(SAT)又は大学入試検定(ACT)の成績を提出すべきことが義務付けられてい








































































2000 年 1 月 18 日、ジャクソンビル選出の州下院議員であるトニー・ヒル(Tony Hill、民
主党)と州上院議員であるケンドリック・ミーク(Kendrick Meek、民主党)の二人の黒人議


















20 名の議員と 100 名を越える抗議者が参加したのであった。さらにマイアミではフロリダ
国際大学のおよそ 100 名の学生や教授が南フロリダにあるジェブの事務所の外に集結し抗
議行動を展開したのであった。いま一つは、「一つのフロリダ発案」を採択する任を負った
フロリダ理事会(The Florida Board of Regents)が同発案に関する最終投票を延期したこと
である１６。当初、発案に関する審議は 1 月に予定されていたが、抗議行動の拡大を受け、
ジェブは審議を 2 月まで延期することを通達したのであった(Selingo 2000, January 28)。 





ーとの違いを決定付けたのである。その立場は、同年 3 月 7 日、タラハッシーの州議会議
事堂でジェブが行った施政方針演説により明示的である(Bush 2000, March 7)。 






















(James 2007, March 18)。この発言からは、人種的に多様な人材を確保することが人道的
観点よりも経済的観点から重要視されていることが見てとれる。 
ところで、ジェブがこのように施政方針演説を行っていた正にその時、議事堂の外には
およそ 1 万 1 千人を超える人々が集まっていた。これはタラハッシーの歴史上最も大規模
な抗議集会で、彼らはジェブの「一つのフロリダ発案」に異議を唱えるべく集結したので





























































                                                   
１ この点に関し、コナリーは、ジョン・F・ケネディ(John F. Kennedy)元大統領の言葉を引用して、次の
ように語っている。「『アメリカの生活や法律の中には人種は存在しない』とケネディが述べた状態に我々
は回帰するのだ」(Nickens and Wallsten 1999, March 16)。 
２ カリフォルニア州の動向に関する代表的な研究としては以下が挙げられる。Chavez, L. (1998). The 
color bind: California’s battle to end affirmative action. Berkeley: University of California Press; 
Guerrero, A. (2002). Silence at Boalt Hall: The dismantling of affirmative action. Berkeley: University 
of California Press; Pusser, B. (2004). Burning down the house: Politics, governance, and affirmative 
action at the University of California. Albany: State University of New York Press; Stovall, D. O. 
(2001). Possessive investment: California, 209 and the reconstruction of racist educational policy. 
(Doctoral dissertation, University of Illinois Urbana, 2001). 
３ A.A.是非論を二項対立的枠組みから分析したものとしては例えば以下が挙げられる。Skrentny, J. D. 
(1996). The ironies of affirmative action: Politics, culture, and justice in America. Chicago: University 
of Chicago Press. 
４ 小田隆裕他編(2004)『辞典現代のアメリカ』大修館書店、534 頁。 









だ」(Bennett 1999, July 31)。同様に、フロリダ州共和党委員長でキューバ系アメリカ人のアル・カルデ
ナス(Al Cardenas)は、コナリーの発案を「不快」だと切り捨てた(Cohen 1999, August 2)。なぜなら、「発
案が一旦投票に付されれば、我々は難しい判断を迫られる」からであった。このため、カルデナスは、地
元経済団体に対し発案への援助を自粛するよう働きかけ、同発案が投票に付されるのを未然に防ごうとし
たのであった(Neal and Broder 1999, May 15)。この背景には、コナリーの発案によって、伝統的に民主







                                                                                                                                                     
ナリーの発案が承認されたとはいえ、民主党が選挙戦を制していた(Neal and Broder 1999, May 15)。こ
のため、2000 年の大統領選挙を見据えたジョージは発案に対する態度を保留する必要があったのである。 
８ その上で、州最高裁では、フロリダ州憲法第11条第3節に則り発案が単一のテーマのみを扱っているか、
またフロリダ州法第 101 条第 161 節に則り発案が有権者に解りやすい文言で書かれているかが審議される
ことになっていた。仮に発案が承認されると、今度は投票に付す手はずをとるのであるが、その際には、
先の署名と合わせて合計で435,329人分の署名が必要とされた(Miami Herald 1999, August 18)。これは、
前回の大統領選挙において投票を行った州内全有権者の 8 パーセントを目安として算出された数である。 
９ コナリーの運動組織は署名収集者に対し署名一人分に付き 1.50 ドルの額を上限に支給していた
(Bennett 1999, July 31)。また、発案を周知徹底させるためには大体的な宣伝活動を行う必要があり、署
名集めにかかる費用と合わせると、最終的に発案を投票に付すために必要な資金は 2 百万ドルから 1 千万
ドルと見積もられていた(Nickens and Wallsten 1999, March 16)。 
１０ 1999 年 6 月 30 日時点で、コナリーの運動組織は 77,652 ドルの資金集めに成功していた。その内の
70,000 ドル以上はマイアミ・デード郡やブロワード郡の土建業者の業界団体からによるものであった。そ
の内訳は、建設業者団体からの献金が 34,600 ドル、フォートローダーデールの企業家ジェームス・カミン
グス(James Cummings)からの献金が 9,000 ドル、契約業者協会南フロリダ支部からの献金が 20,000 ドル
であった(Clark 1999, July 14)。このようなコナリーと契約業者協会との関係が始まったのは 1999 年の中
ごろのことであり、同時期にコナリーは、同協会のアレン・ダグラス(Allen Douglas)とビル・ストループ
(Bill Stroop)から連絡を受けた。協会側は A.A.問題に強い関心を抱いており、新たな発案の作成に向けて
の支援をコナリーに要請したのであった(Connerly 2000, 248)。 
１１ なお、黒人の 42％が発案を支持したのに対して 46％は発案に反対した。一方、ヒスパニックの 50％






な問題であるべきだ」という問いには、75％が支持すると回答した(Nickens 1999, November 8)。 
１３ コナリーは次のように記している。「この調査で知事室はパニックになったに違いない。それは、二日
後にジェブ・ブッシュが『一つのフロリダ発案』を発表したことからも明らかである」。(Connerly 2000, 258) 
１４ フロリダ学生協会常任理事のケヴィン・メイウクス(Kevin Mayeux)は、「威嚇射撃も全くなかったので、
これ[一つのフロリダ発案]に関してどのような立場を取るか決めることすらできなかった。大学内でもこれ






ったのだという(Connerly 2000, 261-4)。 





Inc. v. Florida Board of Regents 2002, February 26)。なお、このフロリダ理事会とは、州内の全公立大学群か
ら構成されるフロリダ州大学組織(the State University System of Florida)の管理機関であり、その職務権
限は、「州規模にわたる規則や政策の採用、州大学組織の将来の需要を満たす計画の立案」等にあった(Title 
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